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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は細菌における ビタミンB 6 の代謝特にその リン酸化合物の代謝について行なった詳細な研究を

取 りまとめたものである｡

ビタミンB 6 はピリドキシン, ピリドキサール, ピリドキサ ミンおよびそのおのおのの リン酸化合物よ

りなっているが, 補酵素あるいはビタミンとして直接作用するのはピリドキサール ･ リン酸である｡

著者はまず多数の細菌を使用してピリドキシン･ リン酸およびピリドキサ ミン ･ リン酸のピリドキサー

ル ･ リン酸への酸化酵素の分布について検討した｡ その結果多数の好気性菌に本酵素が分布 していること

を知り, 特にその酵素生産の強力な細菌, A Icaligenes faecall'S, M icrococcus ureae, Pseudom onas

frag i, Pseudom onas aeruginosa および A zotobacter agilis では無細胞抽出液の中にその酵素の存在

を認めた｡ そして本酵素を精製して検討し, ピリドキシン ･ リン酸およびピリドキサ ミン ･ リン酸は同一

酵素によって酸化されることを証明した｡

本酵素によるピリドキシン (ピリドキサ ミン) ･ リン酸の酸化は生成するピリドキサール ･ リン酸によ

って著しく阻害されるが, リジンその他のアミノ酸を添加してピ1) ドキサ- ル ･ リン酸と Schiff の塩基

を形成させることによって酸化反応は進行することを見出し, この方法は工業的にも利用し得ることを指

摘した｡

さらに Clostridium 属細菌のような嫌気性細菌ではピリドキサ ミン･ リン酸と α- ケ トグルタ- ル酸

の間にアミノ基転移酵素の存在することをはじめて見出した｡ 本酵素を Clostridl'um ､kainantoi の菌体

から精製 しその諸性質を検討したところ, 本酵素は一般の トランスアミナ- ゼと異なりピリドキサール ･

リン酸を補酵素としない全 く新 しい型のアミノ基転移反応機構をもつことを指摘した｡

以上の酵素化学的研究をもととして多数の好気性および嫌気性細菌を使用しピリドキサール ･ リン酸生

成の経路を明らかにした｡ すなわち好気性菌では遊離型 ビタミンB 6 はまず 5 位のハイ ドロオキシメチル

基が リン酸化され, ついでピリドキシン (ピリドキサ ミン) ･ リン酸酸化酵素によって 4 位がアルデヒド

- 809 -



基に酸化きれピリドキサール ･ 1) ン酸が生成する. 嫌気性細菌ではピリドキシンはピリドキシン脱水素酵

素によってピリドキサ- ルに脱水素され, ついで ピリドキサールの 5位の- イ ドロオキシメチル基が リン

酸化されてピリドキサール ･ リン酸が生成する｡ ピリドキサ ミンは 5 位のハイ ドロオキシメチル基が リン

酸化されてついでピリドキサ ミン ･ リン酸- α- ケ トブルタール酸アミノ基転移酵素によって ピリドキサ

ール ･ リン酸が生成する｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ビタミンB 6 は補酵素として重要な物質であるが, 細菌での代謝転換機作についての研究はきわめて少

ない｡

著者は細菌のピリドキサール ･ リン酸生成経路について検討した結莱, ピリドキシン (ピリ ドキサ ミ

ン) ･ リン酸酸化酵素が好気性細菌に, また従来知られていなかったピリドキサ ミン ･ リン酸 - α-ケ ト

グルタール酸アミノ基転移酵素が嫌気性細菌に存在 していることを初めて見出した｡ この二つの酵素の存

否によって細菌の ビタミンB 6 代謝が酸素要求性 とあいまって二つに大別されることを種 々の細菌を用い

て実証 したことは大きな業績である｡

ピリドキサール ･ リン酸の生成に重要な役割を演じている以上の二つの酵素を高度に精製純化してその

諸性質を検討 した. ピリドキシン (ピリドキサ ミン) ･ リン酸酸化酵素はピリドキサール ･ リン酸によっ

て阻害を受けることは生体内の代謝調節機構の一つであることを指摘するとともにアミノ酸の添加によっ

てその阻害を除去し高収率でピリドキサール ･ リン酸が得 られることを指摘 した｡ これはピリドキシン･

リン酸よりピリドキサール ･ リン酸を製造する際に微生物酵素を利用し得ることを示すものである｡

ピリドキサ ミン ･ リン酸 - α- ケ トグルタ- ル酸の トランスアミナーゼは通常のアミノ基転移酵素とは

異なりピリドキサール ･ リン酸を補酵素としない新 しいアミノ基転移反応機構をもつことを指摘したこと

は全 く新 しい知見である｡

以上本論文は細菌における ビタミンB 6 代謝の経路を明らかにしたもので微生物生理学, 酵素化学およ

びビタミン学に大きく貢献する多 くの新 しい知見を得ている｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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